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〈
研
究
ノ
ー
ト
〉
大
久
保
為
世
子
《
静
物
（
花
）
》
（
一
九
三
八
年
）
と 

女
性
画
家
に
よ
る
献
納
画
・
慰
問
画
活
動
の
展
開 

吉
良 

智
子 

  

は
じ
め
に 

 

ア
ジ
ア･

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
女
性
画
家
の
活
動
と
作
品
に
つ
い
て
は
、長
谷
川
春

子
を
中
心
と
し
て
一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
に
結
成
さ
れ
た
「
女
流
美
術
家
奉
公
隊
」

（
以
下
、
奉
公
隊
と
す
る
。
）
に
関
す
る
研
究
な
ど
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、

奉
公
隊
結
成
以
前
に
お
け
る
女
性
美
術
家
に
よ
る
戦
時
活
動
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ

手
付
か
ず
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
ほ
ど
女
性
洋
画
家
大
久
保
為
世
子
（
お
お
く
ぼ 
い
よ
こ
、
一
八
九

七
―
一
九
七
三
）
が
、
陸
軍
に
献
納
し
た
慰
問
画
【
図
１
】
に
関
す
る
情
報
を
得
た
。
大

久
保
は
、
女
性
洋
画
家
団
体
の
さ
き
が
け
で
あ
る
、
朱
葉
会
に
在
籍
し
、
戦
後
は
女
流
画

家
協
会
に
も
参
加
し
た
。
「
女
流
美
術
家
奉
公
隊
隊
員
名
簿
」
に
記
名
が
な
い
た
め
、
正

式
な
隊
員
と
し
て
は
奉
公
隊
に
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
久
保
に
関

す
る
先
行
研
究
も
ほ
ぼ
存
在
し
な
い
た
め
、
彼
女
に
関
す
る
詳
細
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。 

「
献
納
画
」
と
は
、
天
皇
や
神
社
お
よ
び
政
府
へ
納
め
る
た
め
に
描
か
れ
た
絵
画
の
総

称
で
、
日
中
戦
争
以
降
か
ら
敗
戦
ま
で
、
画
家
の
国
家
奉
仕
と
し
て
た
び
た
び
行
な
わ
れ

て
お
り
、
絵
画
の
売
り
上
げ
を
寄
付
す
る
ほ
か
、
陸
海
軍
病
院
な
ど
へ
の
寄
贈
は
「
慰
問

画
」
と
も
よ
ば
れ
る

（
１
）

。 

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
大
久
保
為
世
子
の
履
歴
や
画
業
に
つ
い
て
、
で
き
る
限
り
明
ら
か

に
し
た
上
で
、
彼
女
が
所
属
し
た
朱
葉
会
を
例
に
女
性
画
家
た
ち
に
関
す
る
言
説
や
社
会

の
期
待
に
つ
い
て
論
考
す
る
。
次
に
、
当
時
の
美
術
界
に
お
け
る
献
納
画
・
慰
問
画
に
関

す
る
美
術
家
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
言
及
し
つ
つ
、
大
久
保
に
よ
る
作
品
で
あ
る
《
静
物

（
花
）
》
（
一
九
三
八
年
、
昭
和
一
三
年
）
の
分
析
を
行
な
い
、
献
納
画
・
慰
問
画
活
動

の
展
開
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
。
そ
し
て
、
奉
公
隊
以
前
の
女
性
画
家
た
ち
に
よ
る
「
彩

管
報
国
」
活
動
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

  

一 

作
者
大
久
保
為
世
子
に
つ
い
て 

 
 

一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
、
東
京
に
生
ま
れ
た
大
久
保
為
世
子
は
、
実
践
高
等
女
子

学
校
を
卒
業
後
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）
年
よ
り
洋
画
を
小
林
萬
吾
、
耳
野
卯
三
郎
に
支

持
し
た
。
主
に
、
光
風
会
展
、
朱
葉
会
展
に
出
品
し
た
女
性
洋
画
家
で
あ
る
。
戦
後
の
一

九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
に
は
、
国
際
親
善
の
た
め
に
在
日
外
国
女
性
ら
と
交
友
し
、
協
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力
し
て
芸
術
を
探
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
青
葉
会
」
を
創
立
し
、
そ
の
理
事
を
つ

と
め
た

（
２
）

。 
朱
葉
会
は
一
九
一
九
（
大
正
七
）
年
の
創
立
以
来
現
在
も
、
ほ
ぼ
一
年
に
一
回
の
ペ
ー

ス
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
戦
前
の
出
品
目
録
は
欠
落
も
多
く
、
ま
た
作
品
そ
の

も
の
や
作
品
を
確
認
で
き
る
画
像
も
大
変
少
な
い
た
め
、
全
体
像
を
把
握
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
今
回
新
た
に
発
見
さ
れ
た
《
静
物
（
花
）
》
が
制
作
さ
れ
た
一

九
三
八
年
の
「
第
二
十
回
朱
葉
会
女
子
洋
画
展
覧
会
出
品
目
録
」
で
は
、
大
久
保
為
世
子

は
、
会
員
と
し
て
《
椿
》
《
フ
ラ
ン
ス
人
形
》
《
菊
》
の
三
点
を
出
品
し
て
い
る
。 

  

二 

朱
葉
会
と
女
性
画
家
へ
の
社
会
的
期
待 

 

1 

朱
葉
会
の
創
立 

大
久
保
が
制
作
・
発
表
の
場
の
ひ
と
つ
と
し
た
朱
葉
会
は
、
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年

十
月
に
創
立
さ
れ
た
、
ほ
ぼ
日
本
初
の
女
性
洋
画
家
団
体
で
あ
り
、
今
日
ま
で
存
続
し
て

い
る
。
歌
人
与
謝
野
晶
子
、
小
笠
原
貞
子
、
津
軽
照
子
、
尚
百
子
、
津
田
敏
子

（
３
）

、
小
寺
菊

子
な
ど
の
名
流
婦
人
を
創
立
委
員
に
据
え
、
創
立
会
員
と
し
て
は
日
高
文
子
、
有
馬
さ
と

え
、
亀
高
文
子
ら
洋
画
家
が
参
加
し
た
。
顧
問
・
審
査
員
と
し
て
満
谷
国
四
郎
、
有
島
生

馬
、
岡
田
三
郎
助
、
安
井
曾
太
郎
、
辻
永
、
藤
田
嗣
冶
ら
を
迎
え
、
一
九
一
九
年
第
一
回

公
募
展
を
日
本
橋
の
三
越
で
開
催
し
た
。
当
初
の
サ
ロ
ン
的
な
雰
囲
気
か
ら
、
公
募
展
を

重
ね
る
ご
と
に
会
員
が
増
え
、
本
格
的
な
女
性
洋
画
家
団
体
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。 

 

２ 

朱
葉
会
へ
の
反
響 

女
性
画
家
へ
の
社
会
的
な
反
応
は
、
小
勝
禮
子
「
近
代
日
本
に
お
け
る
女
性
画
家
を
め

ぐ
る
制
度
―
戦
前
・
戦
後
の
洋
画
家
を
中
心
に
」
（
『
奔
る
女
た
ち
―
女
性
画
家
の
戦
前･

戦
後 

一
九
三
〇-

一
九
五
〇
年
代
展
図
録
』
栃
木
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
一
年
）
に
詳
し

い
。
一
般
的
に
女
性
画
家
に
対
す
る
社
会
的
評
価
の
主
軸
は
、
い
わ
ゆ
る
「
女
性
ら
し
さ
」

へ
の
期
待
で
あ
る
。近
代
資
本
主
義
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
が
浸
透
し
、

い
わ
ゆ
る
家
庭
的
な
主
題
が
「
女
性
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
推
奨
す
る
論

理
が
社
会
で
優
勢
と
な
っ
て
い
た
。 

 

３ 

朱
葉
会
へ
の
評
価
―
「
純
」
を
め
ぐ
っ
て 

 

朱
葉
会
の
展
覧
会
に
対
す
る
批
評
に
目
を
通
す
と
、
直
接
的
な
女
性
性
を
評
価
す
る
言

説
と
と
も
に
、
書
き
手
が
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
純
」
「
純
真
」
「
純
粋
」
と
い

う
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
文
章
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
長
く
な
る
が
引
用
す

る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）
。 

  
 
 

小
生
は
、昨
日
日
本
の
女
流
洋
画
展
覧
会
と
い
ふ
も
の
を
は
じ
め
て
見
た
の
で
す
。

此
朱
葉
会
は
各
方
面
か
ら
出
品
者
を
得
て
居
る
と
聞
き
ま
す
か
ら
、
将
来
、
日
本
女

子
洋
画
界
の
代
表
的
の
も
の
と
も
な
る
の
で
せ
う
が
、一
瞥
の
印
象
は
寂
し
か
つ
た
。

ど
の
画
も
同
じ
様
に
弱
く
、
等
し
く
表
現
の
秩
序
を
欠
き
概
し
て
感
受
の
冷
や
や
か

な
の
が
不
満
で
し
た
。
気
侭
な
良
人
や
、
や
ん
ち
や
な
児
等
を
あ
や
つ
り
な
が
ら
の

家
政
の
閑
の
お
道
楽
と
見
れ
ば
文
句
は
な
い
の
で
す
が
、女
流
洋
画
家
と
し
て
迎
へ
、

芸
術
の
酵
母
な
る
、
人
々
の
心
の
奥
の
「
自
然
の
愛
」
を
想
像
し
、
又
表
現
の
縁
た
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る
各
人
の
印
象
と
感
覚
と
認
識
と
を
考
へ
る
時
、
私
は
多
く
の
注
文
を
発
し
度
く
な

る
の
で
す

（

４

）

。 

  
 

要
す
る
に
、
此
展
覧
会
の
如
き
は
結
構
な
御
催
し
と
云
は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
美

の
了
解
は
た
れ
し
も
に
望
む
処
で
す
。
自
然
か
ら
是
れ
を
直
覚
す
る
人
が
芸
術
家
に

な
り
、
美
術
か
ら
是
れ
を
養
は
れ
る
人
々
が
、
優
し
い
お
母
さ
ん
に
な
る
で
せ
う
。

吾
々
の
希
望
す
る
「
時
代
の
創
造
」
の
根
本
問
題
は
母
性
の
改
良
で
あ
る
と
云
ひ
ま

す
か
ら
。
御
婦
人
方
が
文
芸
美
術
の
趣
味
に
よ
つ
て
常
に
心
を
寛
く
美
し
く
支
持
せ

ら
る
ゝ
事
は
何
に
し
ろ
結
構
な
事
で
す
。
唯
、
作
画
に
就
て
は
、
常
に
表
現
の
純
を

念
じ
て
戴
き
度
い
。そ
れ
は
各
自
に
己
れ
の
印
象
、感
覚
、認
識
を
重
ん
ず
る
事
で
す

（
５
）

。 

  
 

昔
か
ら
「
お
殿
様
芸
」
と
云
ふ
意
味
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
言
に
し
て

云
へ
ば
素
人
芸
と
云
ふ
こ
と
で
、
技
神
に
入
つ
た
名
人
か
ら
云
へ
ば
あ
ま
い
芸
だ
と

云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
而
か
し
、
素
人
は
其
技
巧
に
於
て
拙
劣
な
点
が
あ
つ
て

も
、
芸
術
的
発
生
に
於
て
は
純
粋
な
も
の
が
あ
る
か
ら
、
技
巧
を
棄
て
其
内
容
に
盛

ら
れ
て
ゐ
る
作
者
の
意
図
の
初
心
な
点
を
見
ら
れ
ぬ
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
―
―
そ
れ

が
此
の
朱
葉
会
の
作
品
の
中
に
一
点
で
も
二
点
で
も
発
見
す
る
こ
と
が
得
れ
ば
、
満

足
す
べ
き
展
覧
会
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
つ
い
或
一
、
二
の
作
を

除
い
て
は
全
然
視
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
の
を
悲
し
む
も
の
で
あ
る

（
６
）

。 

 

 
 
 

而
し
、
技
巧
の
拙
劣
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
一
面
に
於
て
、
無
技
巧
で
あ
る
と

云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
純
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
純
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、

芸
術
家
と
し
て
は
一
番
大
切
な
事
柄
で
あ
る
。
純
真
と
云
ふ
こ
と
が
失
は
れ
ず
に
ゐ

る
こ
と
が
出
来
れ
ば
芸
術
家
で
あ
る
可
き
筈
で
あ
る
。 

 
 
 

純
と
云
ふ
こ
と
は
、
何
よ
り
も
尊
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
美
で
あ
る
場

合
で
、
―
―
い
や
、
そ
れ
は
、
美
で
あ
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
が
而
し
純
で
あ

る
か
ら
云
つ
て
、
未
だ
芸
術
的
に
修
養
の
積
ま
れ
て
ゐ
ぬ
も
の
ゝ
作
品
を
麗
々
し
く

出
品
す
る
こ
と
は
婦
人
で
あ
る
か
ら
と
云
つ
て
も
決
し
て
許
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と

で
あ
る

（
７
）

。 

 
 

 

こ
れ
ら
の
発
言
に
は
、
女
性
画
家
ら
を
プ
ロ
の
画
家
と
し
て
厳
し
く
批
評
す
る
と
い
う

態
度
を
と
り
つ
つ
も
、
「
純
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
結
果
的
に
ア
マ
チ
ュ
ア
視
す
る

こ
と
へ
の
欲
望
が
伺
わ
れ
る
。 

朱
葉
会
に
所
属
し
た
多
く
の
女
性
画
家
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
官
立
の
東
京
美
術
学
校
の

よ
う
な
「
正
統
」
な
美
術
専
門
教
育
を
受
け
る
機
会
が
限
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
も
よ
い

だ
ろ
う

（
８
）

。
し
か
し
、
引
用
し
た
言
説
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
美
術
教
育
を
施
さ
れ
な
か

っ
た
者
に
よ
る
「
純
粋
」
な
表
現
―
―
現
代
の
「
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
・
ア
ー
ト
」
の
よ
う

に
―
―
を
一
定
程
度
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
枠
組
み
に
お
い
て
は
、
「
表
現
す
る
こ
と
そ

の
も
の
へ
の
根
源
的
歓
喜
」
も
ま
た
尊
ば
れ
る
。
結
果
と
し
て
、
芸
術
で
身
を
立
て
る
こ

と
は
、
こ
こ
で
は
度
外
視
さ
れ
る
。 

引
用
文
の
後
者
ふ
た
つ
の
文
章
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は
、
「
純
で
あ
れ
、
何
時
ま
で
も
純

で
あ
れ
」
で
あ
る
。
「
純
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
中
央
た
る
「
正
し
い
」
美
術
か
ら
、
褒

め
た
た
え
ら
れ
つ
つ
、
ど
こ
ま
で
も
疎
外
さ
れ
て
い
く
巧
妙
な
罠
が
、
仕
組
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 
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三 
《
静
物
（
花
）
》
と 

ア
ジ
ア･

太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
献
納
画
・
慰
問
画 

 

次
に
、
当
時
の
美
術
界
に
お
け
る
献
納
画
の
流
行
に
つ
い
て
お
さ
え
な
が
ら
、
大
久
保

の
献
納
画
に
つ
い
て
現
時
点
で
考
え
ら
れ
る
仮
説
と
、
女
性
画
家
に
よ
る
献
納
画
の
社
会

的
役
割
に
関
し
て
考
察
を
行
な
う
。 

 

１ 

《
静
物
（
花
）
》
【
図
１
】
に
つ
い
て 

 

本
作
の
タ
イ
ト
ル
は
、
《
静
物
（
花
）
》
で
あ
る
が
、
制
作
・
献
納
さ
れ
た
当
時
の
タ

イ
ト
ル
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
静
物
」
の
サ
イ
ン
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
《
静
物
》

だ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
画
面
右
下
に
、
「
大
久
保
為
世
子
」
の
サ
イ
ン
が
あ
る
。

サ
イ
ズ
は
、
Ｆ
十
号
（
五
三
〇×

四
五
五
㎜
）
と
い
う
一
般
的
な
大
き
さ
で
あ
る
。 

 

裏
に
は
、
木
枠
右
下
に
、
「
昭
和
十
三
年 

女
子
洋
画
朱
葉
会 

会
員 
大
久
保
為
世

子
」
の
サ
イ
ン
が
あ
る
【
図
２
】
。
ま
た
、
献
納
さ
れ
た
際
に
添
付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
ラ
ベ
ル
が
カ
ン
ヴ
ァ
ス
裏
に
あ
る
【
図
３
】
。
書
き
下
す
と
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

い
る
。 

 

本
美
術
品
ハ
昭
和
十
三
年
七
月
支
那
事 

 
 

變
ニ
際
シ
支
部
當
局
ノ
斡
旋
ニ
ヨ
リ
全
國 

 
 

名
流
畫
壇
ノ
各
位
カ
傷
病
将
士
慰
問
ノ
爲 

 
 

熱
血
ヲ
注
キ
進
テ
陸
海
軍
ニ
寄
附
セ
ラ
レ 

 
 

タ
ル
作
品
ナ
リ
其
總
數
三
千
六
百
有
餘
黥 

 
 

ヲ
算
ス
之
ヲ
全
國
ノ
陸
海
軍
病
院
ニ
分
配 

 
 

シ
入
院
患
者
ノ
慰
安
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル 

 
 

ヲ
以
テ
之
カ
鑑
賞
ニ
際
シ
テ
ハ
本
事
變
ニ 

 
 

於
ケ
ル
銃
後
ノ
熱
烈
ナ
ル
後
援
ヲ
銘
記
セ 

 
 

ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム 

  
 
 

昭
和
十
三
年
八
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陸
軍
恤
兵
部 

 
 

「
陸
軍
恤
兵
部
」
と
は
、
慰
問
品
を
管
理
す
る
陸
軍
内
の
部
署
で
、
本
作
は
正
式
な
慰

問
用
の
作
品
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

画
面
に
目
を
移
す
と
、
右
側
に
は
、
花
瓶
に
生
け
ら
れ
た
ア
ネ
モ
ネ
と
推
察
さ
れ
る
花

が
描
か
れ
、
左
や
や
奥
に
は
、
皮
が
一
部
剥
か
れ
て
い
る
柑
橘
類
が
ひ
と
つ
皿
上
に
置
か

れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
一
般
的
な
静
物
画
に
よ
く
選
択
さ
れ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。 

 

２
「
彩
管
報
国
」
と
し
て
の
献
納
画
・
慰
問
画 

献
納
画
や
慰
問
画
の
制
作
は
、
戦
時
期
に
は
、
一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
の
日
中
戦

争
開
始
時
、
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
の
太
平
洋
戦
争
開
始
時
に
さ
か
ん
に
な
っ
た
。 

日
本
画
に
お
け
る
献
納
画
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
に

開
催
さ
れ
た
「
日
本
報
国
会
主
催
軍
用
機
献
納
作
品
展
覧
会
」
が
あ
る
。
こ
の
団
体
は
、
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帝
国
芸
術
院
会
員
、
文
展
無
鑑
査
、
院
展
、
青
龍
社
な
ど
の
一
九
〇
名
の
画
家
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
、
展
覧
会
に
は
、
一
八
四
名
が
各
一
作
品
ず
つ
出
品
し
た
。
三
越
が
買
い
上
げ
、

そ
の
売
上
金
が
軍
用
機
の
費
用
と
さ
れ
た

（
９
）

。
描
か
れ
た
主
題
と
し
て
は
、
歴
史
画
な
ど
時

局
を
意
識
し
た
作
品
も
あ
る
が
、
多
く
は
美
人
画
や
花
鳥
画
な
ど
の
伝
統
的
な
画
題
で
あ

り
、
こ
れ
は
売
り
上
げ
を
献
金
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
、
市
場
価
値
の
高
い
テ
ー
マ

を
画
家
た
ち
が
選
択
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
と
い
う

（
１
０
）

。
日
本
画
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
確
立

さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
売
上
金
の
寄
付
と
い
う
手
法
が
有
効
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

他
方
、
換
金
せ
ず
、
あ
く
ま
で
も
「
慰
問
画
」
と
し
て
作
品
を
制
作
し
寄
贈
し
た
例
で

は
、
大
勢
の
洋
画
家
の
参
加
が
認
め
ら
れ
る
。
平
瀬
礼
太
氏
に
よ
る
論
文
「
傷
痍
軍
人
慰

問
画
寄
贈
に
つ
い
て
―
―
兵
庫
関
係
作
品
を
中
心
に
」
で
は
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）

年
に
発
行
さ
れ
た
『
傷
痍
軍
人
慰
問
画
寄
附
目
録
』
に
記
載
さ
れ
た
作
品
・
作
家
、
寄
贈

先
な
ど
の
全
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
デ
ー
タ
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
大
久
保
為

世
子
に
よ
る
作
品
二
点
が
確
認
で
き
た
。
一
点
目
は
《
山
椿
》
と
い
う
題
名
で
、
寄
贈
先

は
「
広
島
陸
軍
病
院
」
、
二
点
目
は
《
静
物
》
と
い
う
題
名
で
、
寄
贈
先
は
「
大
村
陸
軍

病
院
」
と
な
っ
て
い
る
。 

二
点
目
の
寄
贈
先
で
あ
る
、
大
村
陸
軍
病
院
は
、
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
に
開
院

し
た
「
大
村
衛
戍
病
院
」
を
始
ま
り
と
し
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
、
「
大
村
陸
軍

病
院
」
と
改
称
し
た
。
敗
戦
後
の
一
二
月
、
同
病
院
は
厚
生
省
に
移
管
さ
れ
、
名
称
を
「
国

立
長
崎
病
院
」
に
改
め
ら
れ
た
。 

一
方
、
大
久
保
に
よ
る
《
静
物
（
花
）
》
の
現
所
蔵
先
で
あ
る
「
独
立
行
政
法
人
国
立

病
院
機
構 

長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
七
月
、
「
佐
世
保

海
軍
病
院
大
村
病
舎
」
と
し
て
創
設
さ
れ
、
同
年
十
月
、
「
大
村
海
軍
病
院
」
と
し
て
運

営
を
開
始
し
て
い
る

（
１
１
）

。
海
軍
関
係
者
用
の
病
院
だ
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
九
日
、
長

崎
へ
の
原
爆
投
下
の
際
に
は
、
院
長
の
決
断
に
よ
っ
て
被
爆
者
受
け
入
れ
を
決
め
、
最
終

的
に
一
七
〇
〇
人
あ
ま
り
の
患
者
を
容
し
た

（
１
２
）

。敗
戦
の
年
で
あ
る
一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）

年
四
月
、
同
病
院
は
、
厚
生
省
へ
移
管
さ
れ
「
国
立
大
村
病
院
」
と
し
て
発
足
し
た
。
戦

後
の
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
七
月
、
国
立
長
崎
病
院
を
統
合
し
た
。
つ
ま
り
、
現
在

の
所
蔵
先
で
あ
る
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
『
傷
痍
軍
人
慰
問
画
寄
附
目
録
』
に
記
載
さ

れ
た
大
久
保
作
品
《
静
物
》
が
寄
贈
さ
れ
た
、
か
つ
て
の
大
村
陸
軍
病
院
の
流
れ
を
汲
ん

で
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

所
蔵
先
に
関
わ
る
歴
史
的
な
状
況
と
、
大
久
保
作
品
の
裏
に
添
付
さ
れ
て
い
る
ラ
ベ
ル

と
ほ
ぼ
同
じ
文
章
が
、
平
瀬
論
文
内
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

（
１
３
）

こ
と
か
ら
、
『
傷
痍
軍
人
慰
問

画
寄
附
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
大
久
保
為
世
子
に
よ
る
《
静
物
》
が
、
今
回
取
り
上

げ
る
《
静
物
（
花
）
》
で
あ
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。 

 

３
『
傷
痍
軍
人
慰
問
画
寄
附
目
録
』
（
一
九
三
九
年
発
行
）
に
つ
い
て 

 

本
目
録
に
関
し
て
は
、前
述
の
平
瀬
論
文
に
お
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。以
下
、

平
瀬
論
文
に
依
拠
し
な
が
ら
、
目
録
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
慰
問
画
に
つ
い
て
記

す
こ
と
に
す
る
。 

 

目
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
作
品
数
は
、
日
本
画
一
八
八
五
点
、
洋
画
一
六
四
一
点
、
合

計
三
五
二
六
点
で
あ
る

（
１
４
）

。
当
時
の
同
時
代
文
献
か
ら
も
こ
の
寄
贈
計
画
に
つ
い
て
確
認
で

き
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
『
日
本
美
術
年
間
昭
和
一
四
年
版
』
の
「
昭
和
十
三
年
度
美

術
界
概
観
」
（
美
術
研
究
所
、
一
九
四
〇
年
）
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。 
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芸
術
上
の
活
動
の
ほ
か
、
美
術
が
一
般
の
社
会
に
働
き
か
け
、
国
民
生
活
の
必
需

品
と
な
り
つ
ゝ
あ
る
趨
勢
は
、
特
に
事
変
を
契
機
と
し
て
、
本
年
著
し
く
看
取
さ
れ

る
所
で
あ
つ
た
。
美
術
家
の
国
民
的
至
情
か
ら
積
極
的
に
示
し
た
奉
仕
が
、
そ
の
主

要
な
動
因
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
最
も
顕
著
な
現
れ
と
し
て
、
傷
痍
軍
人
慰
問
の
献

画
運
動
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
ぬ
で
あ
ら
う
。
療
養
中
の
将
兵
に
精
神
的
慰
藉
を
与

へ
る
た
め
、
絵
画
作
品
を
寄
贈
す
る
運
動
は
、
個
人
的
に
或
い
は
団
体
的
に
、
た
え

ず
行
は
れ
た
が
、
ま
と
ま
つ
た
企
て
と
し
て
は
、
文
部
省
の
斡
旋
と
美
術
団
体
の
協

力
で
傷
痍
軍
人
慰
問
美
術
家
聯
盟
が
設
け
ら
れ
、
全
画
壇
か
ら
三
千
五
百
点
に
余
る

多
数
の
作
品
を
陸
海
軍
の
病
院
に
贈
つ
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
或
い
は
展
覧
会
に
小

品
即
売
室
を
設
け
て
そ
の
売
上
げ
を
国
防
費
に
献
納
し
、
或
は
傷
痍
軍
人
も
し
く
は

遺
家
族
を
展
覧
会
に
無
料
で
優
待
す
る
な
ど
の
心
遣
ひ
を
示
し
た
例
は
多
く
、
ま
た

軍
事
ゑ
は
が
き
や
ポ
ス
タ
ー
現
座
作
製
、
寄
贈
な
ど
に
よ
つ
て
、
美
術
家
が
奉
仕
し

た
分
野
は
す
こ
ぶ
る
広
汎
な
も
の
が
あ
る
。
軍
部
そ
の
他
の
当
局
が
示
し
た
理
解
及

び
援
助
と
、
美
術
家
が
時
局
に
際
し
て
尽
し
た
熱
誠
と
は
、
過
去
に
お
い
て
全
く
例

を
見
ぬ
所
で
あ
り
、
種
々
の
意
味
か
ら
そ
の
重
要
性
を
認
め
る
と
と
も
に
、
欣
快
の

情
を
禁
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い

（
１
５
）

。 

  

ま
た
、
同
書
の
「
美
術
界
彙
報
」
に
お
い
て
は
、
よ
り
細
か
な
情
報
が
、
次
の
よ
う
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

  
 
 

傷
痍
軍
人
慰
問
絵
画
寄
贈 

全
国
の
陸
海
軍
病
院
等
に
あ
る
皇
軍
将
兵
慰
問
の
為
、

文
部
省
の
斡
旋
で
全
画
壇
よ
り
作
品
の
寄
贈
を
募
る
計
画
が
成
立
し
、
陸
海
軍
、
厚

生
省
そ
の
他
と
連
絡
、
五
月
十
九
日
文
相
官
舎
に
在
京
各
美
術
団
体
代
表
者
を
招
い

て
懇
談
会
が
開
か
れ
た
。
関
西
方
面
で
は
文
部
省
山
川
専
門
学
務
局
長
、
本
田
学
芸

課
長
、
軍
、
市
当
局
者
等
及
び
京
都
画
壇
代
表
作
家
等
が
同
三
十
一
日
参
集
協
議
を

重
ね
た
。
そ
の
結
果
各
美
術
団
体
が
参
加
し
て
文
部
省
内
に
傷
痍
軍
人
慰
問
美
術
家

聯
盟
を
設
け
汎
く
作
家
に
呼
び
か
け
て
寄
贈
勧
誘
の
実
行
運
動
を
行
つ
た
所
、
美
術

界
の
熱
心
な
賛
同
が
集
ま
り
予
想
外
の
好
成
績
を
得
て
、
七
月
二
十
二
日
締
め
切
つ

た
結
果
総
数
日
本
画
一
八
四
七
点
洋
画
一
六
七
〇
点
が
集
め
ら
れ
た
の
で
、
東
京
府

美
術
館
に
陳
列
、
関
係
者
内
覧
の
上
陸
海
軍
の
手
に
よ
つ
て
夫
々
各
病
院
に
分
配
さ

れ
る
こ
と
に
な
つ
た

（
１
６
）

。 

  

目
録
に
目
を
通
す
と
、
日
本
画
・
洋
画
の
東
西
有
名
作
家
ら
も
名
を
連
ね
て
お
り
、
そ

の
規
模
と
と
も
に
、
非
常
に
大
掛
か
り
な
企
画
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 

寄
贈
先
の
病
院
に
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
日
本
全
国
を
網
羅
す
る
ば
か
り
か
、
中

国
大
陸
、
朝
鮮
半
島
、
台
湾
な
ど
日
本
の
支
配
が
及
ん
で
い
た
国
ま
で
及
ん
で
い
る
。
主

に
陸
海
軍
病
院
、転
地
療
養
所
、赤
十
字
病
院
な
ど
が
、寄
贈
対
象
の
病
院
と
な
っ
て
い
る

（
１
７
）

。 

 

リ
ス
ト
上
の
画
題
か
ら
推
定
す
る
と
、
傷
痍
軍
人
の
慰
問
と
い
う
目
的
の
た
め
か
、
直

説
的
な
戦
争
の
描
写
を
思
わ
せ
る
作
品
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
く
、
花
鳥
山
水
、
静
物
、

風
景
、
特
に
花
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
作
品
が
見
受
け
ら
れ
、
全
般
的
に
傷
痍
軍
人
の
心

を
慰
め
る
画
題
が
適
当
だ
っ
た
よ
う
だ

（
１
８
）

。 
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四 

献
納
画
・
慰
問
画
活
動
に
お
け
る
女
性
画
家
の
役
割 

  

こ
の
よ
う
な
献
納
画
・
慰
問
画
活
動
に
、
女
性
画
家
は
ど
の
程
度
参
加
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
リ
ス
ト
に
目
を
通
す
と
、
北
澤
映
月
、
有
馬
さ
と
え
な
ど
の
日
本
画
家
、
洋
画
家
の

ほ
か
、
後
の
奉
公
隊
で
活
動
し
た
女
性
画
家
た
ち
、
た
と
え
ば
代
表
的
な
名
前
を
挙
げ
れ

ば
、
長
谷
川
春
子
、
秋
元
松
子
、
小
田
晴
子
、
菅
野
由
為
子
な
ど
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。 

 

今
回
取
り
上
げ
た
大
久
保
為
世
子
に
よ
る
《
静
物
（
花
）
》
の
画
面
を
改
め
て
見
よ
う
。

右
に
春
の
花
、
ア
ネ
モ
ネ
、
左
や
や
奥
に
柑
橘
類
を
配
し
た
構
成
は
、
静
物
画
と
し
て
ご

く
基
本
的
な
取
り
合
わ
せ
で
あ
り
、
傷
痍
軍
人
の
心
を
慰
め
る
と
い
う
趣
旨
に
も
か
な
っ

た
作
品
と
い
え
る
。 

 

と
り
わ
け
目
録
の
中
で
も
多
か
っ
た
「
花
」
と
い
う
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
女
性
に
最
も
ふ

さ
わ
し
い
と
さ
れ
た
画
題
で
も
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
作
品
を
直
接
寄
贈
す
る
「
慰
問
画
」

と
い
う
ス
タ
イ
ル
は
、
女
性
画
家
に
は
う
っ
て
つ
け
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
奉

公
隊
結
成
の
直
前
に
は
、女
性
画
家
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
軍
へ
の
作
品
の
寄
贈
な
ど
、

社
会
的
な
行
為
が
少
し
ず
つ
行
な
わ
れ
、
奉
公
隊
と
し
て
公
の
活
動
が
展
開
さ
れ
る
以
前

に
お
け
る
女
性
画
家
た
ち
が
行
な
っ
た
絵
筆
に
よ
る
戦
時
活
動
だ
っ
た
と
い
え
る

（
１
９
）

。 

 

朱
葉
会
の
女
性
画
家
た
ち
に
求
め
ら
れ
た
「
純
」
、
つ
ま
り
立
身
出
世
や
金
銭
的
富
裕

な
ど
の
世
俗
的
な
成
功
や
見
返
り
を
望
ま
ず
、
ひ
た
す
ら
に
描
く
こ
と
に
喜
び
を
見
出
す

心
性
は
、
慰
問
画
に
こ
そ
、
要
求
さ
れ
た
条
件
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

視
野
を
一
般
に
ま
で
広
げ
れ
ば
、
戦
争
の
継
続
に
伴
い
、
男
性
が
前
線
に
行
く
に
し
た

が
っ
て
、
病
院
へ
の
慰
問
や
奉
公
袋
の
作
成
な
ど
、
銃
後
に
お
け
る
献
納
行
為
は
、
女
性

の
役
割
に
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
美
術
界
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。 

病
院
へ
の
慰
問
を
描
い
た
作
品
に
は
、
女
性
画
家
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る
も
の

が
多
い
【
図
４
】
。
こ
の
テ
ー
マ
は
、
《
皆
働
之
図
》
の
よ
う
な
銃
後
の
女
性
画
家
の
作

品
の
中
に
も
取
り
込
ま
れ
て
い
く
。
《
皆
働
之
図
》
に
お
い
て
、
病
院
に
傷
痍
軍
人
を
見

舞
う
女
性
た
ち
が
描
か
れ
た
場
面
【
図
５
】
で
は
、
女
性
た
ち
の
見
舞
い
の
品
と
し
て
ア

ネ
モ
ネ
の
花
と
果
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
花
の
種
類
が
大
久
保
作
品
と
一
致
す
る
こ
と
は

偶
然
と
い
え
ば
偶
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ネ
モ
ネ
が
、
一
般
的
に
画
家
た
ち
に
好
ま
れ

た
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
の
春
の
花
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
〈
春
夏
の
部
〉
の
一

場
面
と
し
て
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
自
体
は
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

今
回
、
大
久
保
作
品
の
発
見
を
契
機
に
、
奉
公
隊
結
成
以
前
の
女
性
画
家
た
ち
に
よ
る

戦
時
活
動
に
つ
い
て
若
干
の
論
考
を
試
み
た
。
今
後
、
他
の
寄
贈
作
品
の
探
索
を
継
続
し

て
行
な
い
、
戦
時
の
文
化
活
動
に
お
け
る
女
性
の
作
り
手
の
役
割
に
関
し
て
、
広
い
視
野

か
ら
さ
ら
な
る
考
察
を
展
開
し
た
い
。 

 
 

  

注 

（
１
）
多
木
浩
二
他
監
修
『
日
本
近
現
代
美
術
史
事
典
』
東
京
書
籍
、
二
〇
〇
七
年
、
五

四
四
頁
。 

（
２
）
『
日
本
美
術
年
鑑
』
昭
和
四
九
―
五
〇
年
版
、
二
三
七
頁
。
今
後
と
も
大
久
保
為

世
子
に
関
す
る
調
査
を
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
き
た
い
。 

（
３
）
洋
画
家
津
田
青
楓
の
妻
。
離
婚
後
に
、
山
脇
敏
子
と
し
て
山
脇
美
術
専
門
学
院
を

設
立
、
服
飾
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
た
。 
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（
４
）
山
本
鼎
「
朱
葉
会
一
瞥
（
上
）
」
『
朱
葉
会
小
史
』
一
九
九
〇
年
、
二
六
頁
。
な

お
原
典
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
出
品
作
品
の
題
名
か
ら
お
そ
ら
く
第
一
回
展
に
関

す
る
評
論
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
５
）
山
本
鼎
「
朱
葉
会
一
瞥
（
下
）
」
『
朱
葉
会
小
史
』
一
九
九
〇
年
、
二
七
頁
。
な

お
原
典
は
、
不
明
で
あ
る
が
、
出
品
作
品
の
題
名
か
ら
お
そ
ら
く
第
一
回
展
に
関

す
る
評
論
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
６
）
署
名
な
し
「
女
子
洋
画
展
覧
会 

三
越
の
朱
葉
会
を
観
る
（
そ
の
一
）
純
で
あ
れ
、

何
時
ま
で
も
純
で
あ
れ
」
『
朱
葉
会
小
史
』
一
九
九
〇
年
、
三
六
頁
（
初
出
の
掲

載
書
誌
不
明
）
。 

（
７
）
署
名
な
し
「
女
子
洋
画
展
覧
会 

三
越
の
朱
葉
会
を
観
る
（
そ
の
二
）
純
で
あ
れ
、

何
時
ま
で
も
純
で
あ
れ
」
『
朱
葉
会
小
史
』
一
九
九
〇
年
、
三
七
頁
（
初
出
の
掲

載
書
誌
不
明
）
。 

（
８
）
戦
前
の
東
京
美
術
学
校
は
男
子
校
だ
っ
た
た
め
、
学
ぶ
機
会
は
女
子
美
術
学
校
や

私
塾
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
女
子
が
学
べ
る
美
術
も
「
女
子
の
美
術
」

と
い
う
家
庭
的
・
私
的
領
域
内
で
の
行
使
を
想
定
し
た
限
定
さ
れ
た
美
術
だ
っ
た

（
山
崎
明
子
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
よ
る
近
代
日
本
に
お
け
る
美
術
教
育
の
枠

組
み
の
検
討―

『
女
子
の
美
術
教
育
』
と
い
う
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て―

」
『
大
学

美
術
教
育
学
会
誌
』
二
〇
〇
六
年
三
月
）
。 

（
９
）
献
納
画
に
関
し
て
は
、
澤
田
佳
三
・
長
嶋
圭
哉
編
『
昭
和
の
美
術 

一
九
四
五
年

ま
で
―
〈
目
的
芸
術
〉
の
軌
跡
展
図
録
』
（
二
〇
〇
五
年
、
一
〇
〇
～
一
〇
一
頁
）

を
参
照
し
た
。 

（
10
）
注
９
に
同
じ
。 

（

11

）
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
長
崎
医
療
セ
ン
タ
ー
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.n

ag
asak

i-m
c.jp

/p
ag

es/4
9
0
/4

9
5
/

）
よ
り
（
二
〇
一
七
年
二
月
二
一

日
閲
覧
）
。 

（
12
）
森
美
子
「
大
村
海
軍
病
院(

長
崎
県)

で
た
く
さ
ん
の
被
爆
者
を
救
護
し
被
曝
し
た

私
の
体
験
」
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
京
都
ネ
ッ
ト
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（h
ttp

://w
w

w
.g

eo
cities.jp

/k
y
o
_
h
ib

ak
u
sh

ak
o
n
/k

atarib
e

）
よ
り
（
二
〇
一
七
年

二
月
二
一
日
閲
覧
）
。 

（
13
）
平
瀬
礼
太
「
傷
痍
軍
人
慰
問
画
寄
贈
に
つ
い
て
―
―
兵
庫
関
係
作
品
を
中
心
に
」

『
姫
路
市
立
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
六
頁
。 

（
14
）
注
13
同
論
文
、
二
頁
。
た
だ
し
、
平
瀬
氏
は
、
資
料
に
よ
っ
て
点
数
が
若
干
異

な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
15
）
注
13
同
論
文
、
二
頁
。 

（
16
）
注
13
同
論
文
、
二
頁
。 

（
17
）
注
13
同
論
文
、
五
頁
。 

（
18
）
注
13
同
論
文
、
四
頁
。 

（
19
）
た
と
え
ば
、
朱
葉
会
は
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
開
催
の
第
二
十
四
回
展
に
お

い
て
、
会
員
お
よ
び
会
友
に
よ
る
献
納
画
を
展
示
し
て
い
る
。
女
流
美
術
家
奉
公

隊
の
作
品
お
よ
び
活
動
に
つ
い
て
は
、
吉
良
智
子
『
戦
争
と
女
性
画
家
－
も
う
ひ

と
つ
の
近
代
「
美
術
」
』
（
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
、
二
〇
一
三
年
）
、
吉
良
智
子
『
女
性

画
家
た
ち
の
戦
争
』
（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 
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〔
図
版
出
典
〕 

 
【
図
１
】
た
け
の
し
た
工
房
竹
ノ
下
磨
須
子
氏
よ
り
提
供 

【
図
２
】
た
け
の
し
た
工
房
竹
ノ
下
磨
須
子
氏
よ
り
提
供 

【
図
３
】
た
け
の
し
た
工
房
竹
ノ
下
磨
須
子
氏
よ
り
提
供 

【
図
４
】
『
第
二
回
聖
戦
美
術
展
集
』
朝
日
新
聞
東
京
本
社
、
一
九
四
一
年
。 

【
図
５
】
筆
者
撮
影 

   

〔
附
記
〕
本
論
文
執
筆
に
あ
た
り
、
絵
画
修
復 

た
け
の
し
た
工
房
の
竹
ノ
下
磨
須
子

氏
に
、
特
別
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
特
別
研
究
員
）           

                   

  


